
たのめの里に生き、たのめの里を
切り拓く力のある子どもの育成



小中一貫コミュニティ・スクール「両小野学園」 学園運営協議会

学園運営協議会
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４つの専門委員会で熟議



〈地域学習による生涯学習理念の具現、

社会力の育成〉
・地域に学び、地域を愛(いつく)しむ子の育成

・体験活動を通した職業観・就業観の育成

〈豊かな指導体制による学力･人間力の向上〉
・学園支援ボランティアの活用

・保小中連携による乗り入れ授業の実施

〈伝え合う力の育成【聴く･伝える】〉
・全教科･領域における言語活動の充実

・学び合う活動の促進

・異年齢交流の推進

（保小中交流と学園内異年齢交流）



上越市
日本海



◆松本藩と飯田藩の争いに対して、時の天下人の豊臣
秀吉が１５９１年裁定を下し小野村は二分された。

◆その以来、現在も、一つの集落でありながらも、塩

尻市北小野と辰野町小野に分かれている。

◆旧小野村は、もともとは一つだったが、各藩の境界

近い位置にあることから、中世末から近世にかけて

領地争いが顕在化した。

郡 境

南信教育事務所 中信教育事務所

上伊那校長会 塩筑校長会

諏訪児童相談所

行政・教育も
真っ二つに分かれる

松本児童相談所



塩尻市辰野町中学校組合立

塩尻市立

平成22年度より 小、中学校とも全学年が単級

小１ 小２ 小３ 小4 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

２５ ２０ ３０ ２４ １８ ３１ ２７ ３１ ２８

小学校児童数 中学校生徒数

小野地区（辰野町） ８３ ４４

北小野地区（塩尻市） ６５ ４２

合計 １４８ ８６



一貫教育でめざすもの



• 特に小中９年間の学習内容を見直し、つまずき易
い学習には十分時間をかけて指導する。(重点化)

• 内容の精選
• 保小中のつながり
• 思考力・判断力
・表現力の育成



• 両小野の自然、歴史・文化、産業、人々の生き方に
探究的・体験的・創造的に関わることを通して、両小
野の良さに気付き両小野を愛する子を育てる。

• 自己肯定感・自己有用感を
育み自己の生き方を見つめ、

自らの将来の夢に向けて

たくましく生きようとする子の

育成を図る。

＊自ら課題を見出し、課題を解決する力

＊自らの考えや願いや思いを伝える力

＊自然、歴史・文化、産業に関する理解

＊両小野を愛する心

＊人間関係を豊かにする力

＊情報を精選し活用する力 自己肯定感・自己

＊勤労や職業に関して理解をする力 有用感の高まり

＊自ら課題を見出し、課題を解決する力



保育園・小学校でもALTを活用

《年間授業時数》

１～２年…１２時間
３～４年…２４時間

５～６年…３５時間

小学6年…中学校登校等により、教科担任制を実施。

④ 小学校高学年の一部教科担任制



• 学園職員会議…学校運営全般に関わっての討議。
• 合同研修会・研究会

学園合同職員会

学園合同授業研究会

縦割り活動、奉仕活動、相互の行事への参加等を
通して園児・児童・生徒の交流を図る。







「難しいと思わない」を選択した生徒の％


